平成１７年度　全国鐵構工業協会　青年部会連絡協議会

第４回理事会　議事録

日　時　２００５年１０月１日（土）　13：00～18：00
場　所　東京鉄構工業協同組合　会議室
出席者　近藤（福島）、米森（石川）、安田（岡山）、山野（茨城）、齋藤（秋田）
　　　　　　　吉岡（東京）、相馬（静岡）、苅谷（岐阜）、上柿（奈良）、松下（愛媛）
元尾（長崎）、上野（栃木）、大井（滋賀）
オブザーバー　鋼構造出版（田中）
議事録作成　苅谷（岐阜）

（司会）　安田副会長

1.開　　　会

　2.出席者の確認
　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　近藤哲弥

　現状は各地区によりばらつきはあるが仕事量は増加傾向にある。しかし、価格は相変わらず厳しく、大手ＦＡＢにおいても企業努力により生き残りの道を模索中である。
我々鉄構組合構成員においても価格安定のためにも見積り条件書の普及を促進し、仕事着手前に条件を提示することによって追加、変更に関しても発注者に対して理解をしていただけるよう努力をしていかなければならない。

　今期の事業として工作のしやすい鉄骨製作を推進し、お互いの問題点を認識するための構造設計者との交流、鉄構業界の社会的地位向上及び鉄骨構造の重要性を推進するため行政との交流、業界内での情報の共有、意見交換を行い信頼できる環境を整えるための青年部会員の交流を行ってきた。
我々青年部会員は仕事においても実務に携わっており技術的な分野を中心に今後さらなる活動の強化を推進し、全構協との協力関係を密にし、次期に繋がる体制作りを行っていきたい。
　4.各地ブロック活動報告　　《内容についてはＨＰを参照》
　
北海道ＢＣ　大井監事より代理報告

　　
東北ＢＣ　齋藤理事より報告

関東ＢＣ　吉岡理事より報告
　北陸ＢＣ　米森副会長より報告
中部ＢＣ　苅谷理事より報告

　
近畿ＢＣ　上柿理事より報告
　　
中国ＢＣ　安田副会長より報告
　　
　　四国ＢＣ　松下理事より報告
　　
九州ＢＣ　元尾理事より報告
　　
5.協　　　議

　
1） グループ活動事業
各グループのリーダーより活動を発表。

1 見積条件書統一グループ　：　安田副会長より

９月現在の達成状況報告（達成率は下表資料参照）
地域によりばらつきはあるが今回の報告は１回でも使用した実績があれば良い。

一度使用することにより、書式を各社に合せて修正でき次回以降に使用率が増加するであろう。

見積条件書で重要なのはチェックリストよりも統一見積書表書きの「御見積条件」にある2番、3番、5番（下表資料参照）と思われる。自社のチェックリストを使用していく場合においても、これらの文面を備考欄に記入する必要がある。
問題点

青年部会員企業の中にも直接建築鉄骨の製作に携わっていない企業もあるため実際に見積り条件書を元請に対して提出する企業数をブロック毎で確認を行う。

見積り条件書の中で工程表を添付する必要がある。

現場搬入時においては搬入車両の指定、工程による製品の搬入指示がある場合が多い。
2 変更・追加工事事例グループ　：　齋藤理事より
　メーリングリストにより事例の回収を行った。

現在集計中ではあるが代表的な事例は以下のとおり。

　成功事例

　追加、変更に際しては現場にてサインを頂いてから工事を行っている。

　営業担当者ではなく社長自らが回収、対応した方が良い。

　失敗事例

　まずやってくれと言われ取り決めを行わず工事を行ったが回収出来ていない。

　北海道、東北ブロックにおいては活発に活動を行っているので事業終了後に報告をしていただきとりまとめを行う。
事例回収のお礼を述べるとともに未提出のブロックもあるので早急に斉藤理事宛に送付すること。

③工数管理グループ　：　大井監事より

　　　　現在資料を取りまとめ中。（参考資料配布）

　　　　元となる見積り積算資料の中にデータが無い箇所があり新たに作成をした。

次回理事会にはたたき台として提出可能です。
各社によりばらつきはあるが原価の根拠を再度確認する。金額設定が高すぎると使用されにくいため実情に沿った原価の設定を行う。
　　　　

　　　④構造設計者関係グループ　：　米森副会長より

　　　　過去１年の活動をメーリングリストにて事例の回収を行った。
　　　　事例の中で他のブロックに参考になりそうな事例（良い例、良くなかった例）を

　　　　現在取りまとめ中である。事例を分析し次回の活動に反映させていく。（ＰＤＣＡ）また良い事例についてはまだ交流を行っていない地区もあるため全国展開するための資料として活用する。
　　　　リラックスコミュニケーションを推進（お互いに話のしやすい環境を整える）

　　　　相手がいて活動が成り立つ事業ですので一歩ずつ確実に活動を行っていく。
　　　　
事例回収のお礼を述べるとともに未提出のブロックもあるので早急に米森副会長宛に送付すること。
　　　　
　　　⑤行政懇談グループ　：　近藤会長より

　　東北地区において板垣副会長主導で経済産業省の産業振興課と地区役員で１１月１７日に会合を行う予定している。会議では業界自体を振興させるにはどのようにしたら良いかについて議論を行う予定である。各地区においても行動を起こすことが出来るのか今後の動向を見極めていく。
　　過去に国土交通省との交流は行ってきたが行政側からみると我々の業界は専門工事業の１つに位置付けがなされているにすぎない。その中で会社組織の大きい鉄建協の意見は聞き入れてもらいやすいが全構協は建専連組織として意見を聞き入れてもらう必要がある。そのために建設経済研究所をとの交流も引き続き行うことで、我々業界のことを知って頂く切り口としたい。
2） 助成金事業

　北海道ＢＣ　　平成１８年２月頃開催予定　
（出向理事については次回理事会にて決定する）

　東北ＢＣ　前回理事会にて報告済み（開催済み）
関東ＢＣ　前回理事会にて報告済み（開催済み）
　　　　　　

　　北陸ＢＣ　平成１８年１月２７日（金）石川県加賀市　片山津温泉　まるや

　　　　　　　「設計変更に強くなるには」講師　川鉄橋梁鉄構㈱　泉　祐司氏

　　　　　　　　全構協の会長にも出席していただき全構協の動向を知り、強いFABになるためのポイントを学ぶ。

　　　　　　　　出向　媚山理事（予定）
　　　　　　　　　承認されました
中部ＢＣ　平成１７年１１月５日（土）三重県鳥羽市　ホテル　錦海楼
　　　　　　　「鉄骨の品質・資格問題を考える」講師　三重大学　川口　淳教授
　　　　　　　　出向　米森副会長

　　　　　　　　　承認されました
近畿ＢＣ　平成１８年２月２４日（金）大阪府大阪市　網本別館
　　　　　　　　「設計者とのコミュニケーションつくり」ＪＳＣＡ関西鉄骨部会役員

　　　　　　　　　出向　元尾理事

　　　　　　　　　承認されました

中国ＢＣ　平成１８年２月開催予定　広島県呉市　

呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）
会員数が減少傾向にあるためブロックでの交流を事業とする

出向　松下理事
　　　　　　　　次回理事会にて検討

　　　四国ＢＣ　平成１８年２月１８日（土）愛媛県松山市　会場は未定
　　　　　　　　理事会開催時に全国大会の報告を兼ねて交流会を行う予定

　　　　　　　　１１月の第５回理事会において改めて報告を行う。
　次回理事会にて検討

九州ＢＣ　平成１７年１１月１９日（土）熊本県熊本市　チサンホテル熊本
　　　　　「全構協見積り条件リストについて」講師　青連協　上野監事

　　　　　　研修会「第三者検査について」講師　検査会社ＦＲＩ
　　　　　　　出向理事　上野監事
　　　　　　　承認されました

3） 全構協事業

　　　　第一回京都全国大会
全構協より青連協として出席要請があり出席者の確認を行った。出席者は

青連協理事として登録を行う。
後継経営者講習

来年２月３，４，５日に開催される後継経営者講習は本来全構協の事業ではあるが対象者が青年部会員と重複しているため会員向けにも情報を発信し同世代の交流を推進する。但し、出席者は各県の理事長推薦となるため各県事務局にて再度確認を行う。
4） 第１５回全国大会（松山）の現状報告
　　事業計画書を配布し、四国ブロックの松下理事より説明が行われた。
九州ブロックとの引継ぎの場で実行委員の役割分担をする場合、各県の会長は会長会議に出席するためその他の役員を設けたほうが良いとアドバイスを頂いた。
　　　　予定参加者は２００名。大会日程は１０月中に予備登録、１月に本登録の案内を送る。予備登録時に２次会参加の有無（松山市内にて２次会会場の確保及び金額交渉のため）、携帯メールアドレスの確認（松山市の案内、大会当日の情報配信を行うため）を行う。
　　　　懇親会は座敷にて、入浴後浴衣に着替えて行う。
　　　　当日の午前９時より理事会を開催のため各理事は前日より集合予定。

　　　　予算（案）の確認を行った。（出席者、協賛企業が決まった時点で再度確認をする）
　　　　受付　１階ロビーにて行う。
　　　　総会　２階大広間にて行う。総会時、記念講演はテーブルとし懇親会時には座敷に変更する。（配置替えの時間を休憩、入浴にあてる）
　　　　会長会議　３階中広間「琥珀」当日の理事会は３階「東雲」にて行う。

　　　　事業計画書の中で総会及び記念講演時に青連協理事テーブル位置は議長左側に
訂正する。

　　　　記念講演（案）の確認を行った。（四国ブロックに一任する）
　　　　講師　白鷹　幸伯（しらたか　ゆきのり）　和釘職人（鍛冶屋）
　　　　講演　「１０００年もつ建築物」
　　　　実行委員会よりの確認事項

　　　　宿泊される来賓の方の部屋割りについては今回の総会会場が温泉旅館のため５名部屋となります。

　　　　全構協来賓の方々の参加費、交通費については全構協より頂く。
（窓口　全構協　堀理事宛に案内を送付する）
　　　　ＪＳＣＡ来賓（１名）の参加費、交通費、宿泊費は大会側にて負担する。

　　　　全構協賛助会員には協賛金の確認を行う。その他については昨年度の協賛企業リストにて確認を行う。

　　　　記念講演記念品として名入りにて和釘製作可能だが、飛行機での機内持ち込みが出来ない。今後の予算を検討の上、決定する。

　　　　鉄鋼業界若手の活動を理解していただくため来賓として行政関係へ出席要請中である。業界のＰＲは組合ホームページを活用する。
　6.閉　　　会

　　※　次回理事会

　　　　｢第５回理事会｣2005年11月26日（土）9：00～12：00

京都府京都市「京都ガーデンホテル」にて開催。
１０月１日現在の見積り条件書使用状況

	全国鐵構工業協会　青年部会連絡協議会

	見積条件書使用実績

	No
	会　　　　員　　　　名　　　　称
	構成員数
	実績数
	割合
	10月
	9月

	1
	北海道機械工業会鉄骨部会　北海道ＦＡＢ青年部会
	29
	　
	0
	　
	0

	2
	福島県鉄構工業組合　青年部
	38
	　
	0
	　
	0

	3
	宮城県鐵構工業協同組合　青年部
	20
	　
	0
	　
	0

	4
	山形県鉄構工業組合　青年部
	16
	4
	25
	　
	25

	5
	秋田県鐵構工業協同組合　青年部会
	15
	13
	86.67
	　
	86.67

	6
	岩手県鉄構工業協同組合　青年部会
	24
	13
	54.17
	　
	54.17

	7
	青森県鉄工連協同組合　青年部会
	25
	　
	0
	　
	0

	8
	東京鉄構工業協同組合　青年経営者委員会
	19
	9
	47.37
	　
	47.37

	9
	協同組合千葉県鐵骨工業会　青年部
	24
	12
	50
	　
	50

	10
	神奈川県鉄構業協同組合　青年部会
	22
	5
	22.73
	　
	22.73

	11
	茨城県鉄構工業協同組合　青年部会
	38
	5
	13.16
	　
	13.16

	12
	埼玉県鉄構業協同組合　青年部
	20
	5
	25
	　
	25

	13
	栃木県鉄骨業協同組合　青年経営者協議会
	20
	17
	85
	　
	85

	14
	群馬県鐵構業協同組合　青年部
	29
	8
	27.59
	　
	27.59

	15
	長野県鐵構事業協同組合　青年部会
	36
	10
	27.78
	　
	27.78

	16
	協同組合山梨県鉄構工業会　青年部会
	20
	5
	25
	　
	25

	17
	新潟県鉄骨工業組合　青年部会
	22
	　
	0
	　
	0

	18
	富山県鉄構工業協同組合　青年部会
	19
	　
	0
	　
	0

	19
	石川県鉄骨工業協同組合　青年部会
	22
	　
	0
	　
	0

	20
	福井県建設鉄工協同組合　青年部会
	17
	　
	0
	　
	0

	21
	静岡県鐵構工業協同組合　青年部会
	26
	13
	50
	　
	50

	22
	愛知県鉄構工業協同組合　青年部会
	59
	6
	10.17
	　
	10.17

	23
	三重県鐵構工業協同組合　青年部会
	24
	5
	20.83
	　
	20.83

	24
	岐阜県鐵構工業協同組合　青年部会
	50
	29
	58
	　
	58

	25
	滋賀県鐵構工業協同組合　青年部会
	11
	11
	100
	　
	100

	26
	京都府鉄構工業協同組合　青年部会
	17
	　
	0
	　
	0

	27
	大阪府鉄構建設業協同組合　青年部会
	35
	5
	14.29
	　
	14.29

	28
	和歌山県鉄構工業協同組合連合会　青年部会
	29
	　
	0
	　
	0

	29
	奈良県鉄構建設業協同組合　青年部会
	20
	2
	10
	　
	10

	30
	兵庫県鉄工建設業協同組合　青年部会連絡協議会
	60
	　
	0
	　
	0

	No
	会　　　　員　　　　名　　　　称
	構成員数
	実績数
	割合
	10月
	9月

	31
	協同組合岡山県鉄構工業会　青年部会
	13
	4
	30.77
	　
	30.77

	32
	協同組合広島県鉄構工業会　青年部会
	21
	14
	66.67
	　
	66.67

	33
	協同組合鳥取県鉄構工業会　青年部会
	5
	　
	0
	　
	0

	34
	協同組合島根県鉄構工業会　青年部会
	14
	3
	21.43
	　
	21.43

	35
	山口県鉄構工業組合　青年部会
	21
	　
	0
	　
	0

	36
	香川県鐵構造協同組合　青年部
	19
	5
	26.32
	　
	26.32

	37
	協同組合愛媛県鐵構工業会　青年部会
	20
	6
	30
	　
	30

	38
	徳島県鉄骨構造協同組合　青年部
	25
	3
	12
	　
	12

	39
	協同組合高知県鉄構工業会　青年部会
	26
	6
	23.08
	　
	23.08

	40
	工業組合福岡県鉄構工業会　青年部
	39
	　
	0
	　
	0

	41
	協同組合佐賀県鉄構工業会　青年部会
	11
	　
	0
	　
	0

	42
	協同組合熊本県鉄構工業会　青年部会
	22
	　
	0
	　
	0

	43
	協同組合長崎県鉄構工業会　青年部会
	16
	　
	0
	　
	0

	44
	協同組合鹿児島県鉄構工業会　青年部会
	14
	　
	0
	　
	0

	45
	協同組合宮崎県鉄構工業会　青年部会
	12
	　
	0
	　
	0

	46
	協同組合大分県鉄構工業会　青年部会
	12
	　
	0
	　
	0

	47
	協同組合沖縄県鉄構工業会　青年部会
	13
	　
	0
	　
	0

	　
	合　　　　　　　　　　　　　計
	1109
	207
	18.67
	　
	18.67


＊構成員数は第１４回全国大会時の人数
全構協見積り条件書のお見積条件より抜粋

２．本見積数量は同意されたものとし、契約後の精算はないものといたします。
　　ただし、追加変更が発生した場合は、その都度ご精算願えるものといたします。

３．変更、追加、削除については、書面により指示して頂き、その都度、ご協議の上、決定させていただきます。
５．見積時使用図面は、下記によります。
　　　　　　年　　　　月　　　　日受領（　　　年　　　月　　　日発行）
構造図：　NO．　　　　～　NO．　　　　　　　　　（　　　　　枚）
意匠図：　NO．　　　　～　NO．　　　　　　　　　（　　　　　枚）

